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図 1.1 改善前(左)と改善後(右)の似顔絵の例 
 
 
     
図 1.2 開いた口の似顔絵の例 
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第2章 顔特徴の自動抽出処理の枠組み 





図 2.1 入力画像例(520×480 pixel) 
 
 
図 2.2 入力画像例(520×480 pixel) 
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2.3  画像の正規化 
 OpenCVの中の顔検出ライブラリ facedetect を用いて、入力画像から顔を検出し、顔を中
心とした横 520 画素・縦 480 画素の画像に変換する。変換後の画像に対して、瞳の抽出を
行う。瞳抽出後、瞳同士の中点が画像の中心(240, 260)に一致し、瞳同士の距離が 105 画素
になるようにアフィン変換し、顔の傾き、位置、大きさの正規化を行う。図 2.4に画像正規










































図 3.1 照明の影響で欠けた髪の毛の画像の例 
 
11 
   
図 3.2 明るい髪色の人の髪の毛の誤抽出結果の例 
 
   
図 3.3 白髪の人の髪の毛の誤抽出結果の例 
 











      
図 3.4 瞳の部分を誤抽出している画像の例 
 
   
図 3.5 影の影響を受けた目輪郭の誤抽出画像の例 
 
3.4  口輪郭に関する問題点 
 口輪郭に対する従来の抽出手法[6]では、口領域において RGB→YIQ変換を施し、その際に











      
         
図 3.6 従来手法で開いた口を抽出した結果の例 
 
  
図 3.7 従来手法の口輪郭の特徴点配置 
 
第4章 髪の毛の抽出方法 













   








4.2  明度と彩度の 2次元ヒストグラム 
 髪の毛の特徴を把握するために、髪色別に明度と彩度の特徴を調べた。黒髪・茶髪・白髪





   












   
    (a) 実写真       (b) 明度 AND彩度 
 
   
(c) 明度のみ        (d) 彩度のみ 
図 4.3 明度 AND彩度, 明度のみ, 彩度のみでの抽出結果 
16 

















なお、両目の目頭間の距離は約 60画素の人が多いため、横を 60画素、縦を半分の 30画素
という矩形領域の大きさにした。また、上方 120 画素以下だと額部分、210 画素以上だと背
景であることが多く、この範囲にのみ髪の毛がある場合はないため、120 画素から 210 画素
の範囲とした。 
 
   
(a) 従来手法             (b) 提案手法 










    





















































































MAXV          
 
     
(a)RGB画像            (b)HSV画像 
図 4.6.1 HSV変換 
 








       
       (a) 2値画像           (b) 最大領域              (c)髪の毛画像 
図 4.6.2  2値画像から髪の毛抽出までの流れ 
 
     
(a)入力画像                     (b)抽出結果 














   















   
 
 
   
 
 
      
 (a)正規化画像                  (b)従来手法         (c)提案手法 














   
 
    
 
     
 (a)正規化画像                 (b)従来手法         (c)提案手法 










確に抽出できるようになった。なお、白髪は 5枚、胡麻塩頭は 10枚に対して処理を行った。 
   
   
    
      
(a)正規化画像                (b)従来手法         (c)提案手法 






   
   
   
     
(a)正規化画像                (b)従来手法         (c)提案手法 












   
 
   





























    
               (a) 前処理なし              (b) 前処理あり 












(a)前処理無し                             (b)前処理有り 
図 5.4.1 目領域の明度のヒストグラム 
 
  
(a)前処理無し                             (b)前処理有り 
図 5.4.2 目領域の彩度のヒストグラム 
 
   
(a)前処理無し                       (b)前処理有り 









   
 
   
 
   
 
 
     
(a)顔写真                 (b)従来手法           (c)提案手法 










        
 
 
        
 
 
      
 
 
   
(a)顔写真                 (b)従来手法           (c)提案手法 















      





























のに対し、開いた口では検出される。2 点目は、閉じた口では抽出された Y 成分における






(上) 閉じた口   (下) 開いた口 
 
図 6.2.2 判断方法に用いる Y成分の抽出結果の例 
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Y＝0.11×B + 0.59×G + 0.29×R     (6.2) 
 
 (6.2)式より Y の値を計算し、Y の値に対して閾値処理を行う。閾値処理は 30 から 60 ま
で 10 ずつ閾値を上げて行う。Y 成分の抽出結果(図 6.2.2)において、閾値 i (i=30,40, 50,60)
の時の輝度値Aiを各々求める。次に、輝度値の差Bj(j=30,40, 50)(Bj =  Ai+10 − Ai)を計算し、Bj
の標準偏差を求める。以下の条件を満たす時「閉じた口」と判断する。 
 
(1) 輝度値の変化が 0→0の場合 (Y成分：検出無し) 
(2) Bjの標準偏差が 30以上の場合 
 
同様に、Y成分の抽出結果において、閾値 iの時の画素数Ciを各々求める。次に、画素数の
差Dj(j=30 40, 50)( Dj = Ci+10 − Ci)を計算し、Djの標準偏差を求める。以下の条件を満たす時
「閉じた口」と判断する。 
 






30 95 0 74 36
40 109 0 83 40
50 121 158 92 45
60 124 165 100 54
標準偏差Bj 5 89 0 2
閾値
30 5 0 21 943
40 76 0 44 1019
50 270 20 66 1109
60 406 91 85 1242









6.3.1 最適な Yの 2値画像の決定 
6.2.3 において Y の閾値処理を行った。開いた口の場合、閾値 30 から 60 における抽出結




    








   
図 6.3.2 Y成分の抽出結果 
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よって、本論文ではαを 1.20 から 0.02 ずつ減少させていったときに、画素数の変化の変
化量が探索領域画素の 1.0%を超えたときの 2値画像を最適な 2値画像とする。 
 
 
図 6.4.2 最適なα前後での画素数の変化の変化量 
 
 
 この方法により抽出された Q成分の抽出結果を図 6.4.3に示す。 
 
   
















































6.3.3 Y成分と Q成分の抽出結果の差分 
 6.3.1、6.3.2 に示した方法で抽出された結果を利用する。Q 成分の抽出結果から Y 成分の
抽出結果の差分を取ることで、開いた口の抽出が可能になる。図 6.5(c)の差分画像は、特徴
点配置のために白黒反転した画像である。この図 6.5(c)で抽出された唇部分(白色部分)の外側
輪郭、内側輪郭に沿って、外側 24点・内側 18点の特徴点を等間隔に配置する。 
 
 
          







              (c) 差分画像 





















 閉じた口と判定して抽出を行った画像の抽出結果を図 6.6に示す 
 
    
 
     
 
    







          
      
       
        
(a)正規化画像                (b)従来手法         (c)提案手法 










































図 7.1 髪の毛の抽出が難しい画像例 
 
7.1.2 目輪郭の抽出結果・考察 
 従来手法と提案手法の目輪郭の抽出成功率を比較したものを表 7.2.1、表 7.2.2に示す。 
 表 7.2.1、表 7.2.2 は、両側失敗していた人の画像を中心に、両側成功・片側成功・両側失
敗を含んだ 50人分の画像に対して行った結果である。 
 
表 7.2.1 従来手法と提案手法の目輪郭の抽出結果 
 提案手法 
合計枚数 





両側成功 13枚 0枚 0枚 13枚 
片側成功 15枚 3枚 0枚 18枚 
両側失敗 13枚 4枚 2枚 19枚 


































閉を判断して抽出できるかを検証した。その結果画像の例を図 7.3.1 図 7.3.2 に示す。なお、
開いた口は 40枚、閉じた口は 30枚に対して処理を行った。 
 
 



































             
(a)正規化画像                  (b) 改善前 
     
(c) 改善後 
 
              
(a)正規化画像                 (b) 改善前 




              
(a)正規化画像                    (b) 改善前 
        
(c) 改善後 
 
               
(a)正規化画像                      (b) 改善前 






             




                
(a)正規化画像                   (b) 改善前 






                   
 (a)正規化画像                      (b) 改善前 
      
(c) 改善後 
 
                   
(a)正規化画像                   (b) 改善前 
            
(c) 改善後 





      
 (b)抽出結果           (c)似顔絵 
 
   
(a)正規化画像 
     
    (b)抽出結果                   (c)似顔絵 
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 他の画像の明度と彩度の 2次元ヒストグラムの例を図 9.4に示す。 
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